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Rocker-Bogie

望遠側のメインカメラです。８色のカラーフィルタ
を備えています。元々は焦点距離を変更可能な
ズームレンズを搭載したカメラとして設計されて
いましたが、完成が間に合わず、焦点距離は固定
されました。解像度は１２００ ×１２００です。リ
モートセンシングマストを動かす事で全天写真も
撮影可能です。

カメラを搭載したヘッド部分や、REMS を支える
首の部分です。着陸するまでは車体側に折りたた
まれており、着陸後に電動モータで立ち上げられ
ます。

航法用の 3D カメラです。周囲の状況
を 3 次元で把握し、障害物を検出して
避けられます。左右でワンセットとなり、
冗長のため２系統が用意されています。

火星環境を知るための言わば
「火星百葉箱」とも言える装置
です。探査車周辺の環境データ
を取得でき、「風速」「風向」、「気
圧」、「相対湿度」、「気温」、「地
上温度」、「紫外線環境」を測
定できます。 ロボットアームを使用して採取した

サンプルを置いて、顕微鏡カメラ
である MAHLI や APXS 等の科学
機器を使用してじっくり観察するた
めの台です。

掘削用のドリル刃が折れてしまった際の予備ドリ
ルが格納された箱です。ロボットアームを利用し
てここから新しいドリル刃をドリルに装着します。

探査車の前方に走行の障害となるものが無いか
監視するためのカメラです。こちらもナビゲー
ションカメラと同様、３D カメラとなっており冗
長系を含めて４つのカメラが備わっています。着
陸するまではレンズ破損防止用のカバーが取り
付けられており、着陸後に外れます。また、カバー
がついたままでも撮影は可能です。

火星のサンプルを採取して分析した結果が正しいものであると証明するために、あらか
じめ地球から持ってきた標準となる物質が格納されています。火星のサンプルを採取
するのと同じようにロボットアームで標準物質を採取して車体内部の分析装置で分析を
行い、それと比較することで測定データの正しさを証明できます。

複数の間接を持つロボットアームです。先端にはインパクトドリル
とスコップを備えたサンプル採取装置、岩石処理装置「CHIMRA」、
アルファ粒子 X 線分析計「APXS」、顕微鏡カメラ「MAHLI」、
清掃ブラシ「DRT」といった機器が取り付けられたターレットを
持ちます。使う機器によってターレットを回転させます。

プルトニウム２３８の崩壊熱を利
用し、温度差によって熱電変換
素子で発電する電源装置です。
放射性物質は放射線を出して壊
変する際に一定の熱を放出する
ため、半減期約 84 年でアルファ
線を放出するプルトニウム２３８
を利用しているのです。温度差
によって電力が発生するのは
ゼーベック効果と呼ばれます。
長期間にわたって安定した電力
を供給できます。打ち上げから
14 年後でも 100 ワットの電気
出力があります。

レンズ以外はもう一方の M-100 のマス
トカメラと同じ構造のメインカメラです。

強力なパルスレーザの照射装置
で、対象の岩石の一部をプラズ
マ化して蒸発させられます。プラ
ズマ化した際に出る光を分光分
析することで、どういった物質が
その岩石に含まれていたかがわ
かります。最大射程は７メートル
に及び、直接機器を触れさせた
りする必要がないため、迅速か
つ手軽に分析を行えます。また
レーザの照準や、観測を行う汎
用の「RMI」と呼ばれるカメラも
搭載されています。

キュリウム 244 という放射性物
質はアルファ線という放射線を出
しますが、この際同時に発生す
る X 線を利用した分析を行う装
置です。物質によって反射する
X 線の波長が異なるため、それ
を分析することで観測対象にど
ういった物質が含まれているか
がわかります。

大気圏突入後，探査車を守るヒー
トシールドを分離してから着陸す
るまでの間を撮影するカメラで
す。撮影データの処理や保存は
MASTCAM と共通の処理装置
が仕様されます。

顕微鏡カメラ

着陸するまで探査車を「スカイク
レーン」から吊り下げておくための
ワイヤを繋いでおく器具です。着陸
を検出するとワイヤはワイヤーカッ
タで切断されます。

MAHLI

岩石などを詳細に観察するた
めの顕微鏡です。顕微鏡で
はありますが、ピント調節機
能を持ち、周囲の風景を撮影
することもできます。そのた
めキュリオシティの「自撮り」
はこのカメラを使用して行わ
れています。レンズにはサ
ファイアガラスが使用されて
います。暗いところでも観察
できるよう、白色 LED も取
り付けられています。蛍光を
見るための紫外線 LED も取
り付けられています。

初の火星探査車である、「ソジャーナ」から仕様されている走行機構です。高い走
破性能を持ち、荒れた火星を走ることができます。車体中央上部の「差動装置」と
呼ばれる棒で左の車輪群と右の車輪群は繋がっており、片方の動きに対してもう片
方は逆の動きをします。右側が上がると左側は下がる、という感じです。これによっ
て車体を地面に対して平行に保ち、安定した走行を実現します。

地球と直接通信するためのアンテナです。ジンバル機
構を持ち、地球の方向へアンテナを自在に向けられま
す。４８個の素子を持つ平面アンテナで、最大通信速
度は 32kbpsです。

ローゲインアンテナ

LGA

地球と直接通信するためのアンテナです。探査車に異
常が発生した際でも通信を維持できるよう、全方向で
の通信が可能な無指向性のオムニアンテナとなってい
ます。最大通信速度は１５bpsです。

UHFアンテナ

UHF-Antenna

膨大な科学データや写真など
を上空の探査機を中継して地
球に送信できるアンテナです。
「マーズ・リコネッサンス・オー
ビター」を利用した場合で最
大 2Mbps、「マーズ・オデッ
セイ」を利用した場合で最大
256kbps の通信速度を確保
できます。それぞれの探査機
が上空を通過するのは１日あた
り約８分づつの合計約１６分程
なので、この間にデータの送
受信を行います。

ヒートリジェクションシステム

HRS

原子力電池の余熱を利用した熱制御シス
テムです。原子力電池の左右に配置され
たパイプ内を冷媒となるフロンが流れて
おり、その流量を操作することで探査車
内部を適温に保っています。言わば原子
力エアコンのようなものです。

中性子水分計

DAN

コッククロフト・ウォルトン型静電加速器を利用して、重水素イオンをトリチ
ウムに衝突させて核融合反応を引き起こし、その際に発生する高速中性子を
地面に向けて照射し、跳ね返ってきた中性子のエネルギー分布を見ることで
地中に水が存在するかどうか知ることができます。中性子源としてはこの小
型加速器による核融合を用いたもののほか、宇宙放射線や、原子力電池に使
用されているプルトニウム２３８の自発核分裂で放出される中性子も利用で
きます。

火星探査車キュリオシティ
Mars Science Laboratory
CURIOSITY

キュリオシティはアメリカ NASA が誇る最新鋭の火星探査車です。
これまでにない大型の車体に多数の科学観測機器を搭載し、様々な
方向から火星の謎を探ります。そのミッションはかつて火星に存在し
たかもしれない生命の痕跡を探ることにあります。そして将来の大
型火星探査、特に有人火星探査において必要な技術を習得すること
もその目的であります。さらにはそのための火星環境が今までどの
ように変化してきたか、そして火星は今どういう環境にあるのか、ベー
ルに包まれた火星を探査する「走る研究所」です。
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MMRTG原子力電池
MastCam：メインカメラ
ChemCam：レーザ分光計
REMS：ローバ環境監視ステーション
MAHLI：顕微鏡カメラ
APXS：アルファ粒子 X 線分析計
CheMin：蛍光 X 線・X 線回折分析計
SAM：質量分析計
RAD：放射線環境観測装置
DAN：中性子水分計
MARDI：着陸カメラ
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